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要 旨 【目的】グルココルチコイド（GCs）は血清アルブミン（Alb）や筋肉，骨量を減少さ
せ，血清銅，亜鉛濃度に影響する可能性がある．GCsの治療期間が血清銅，亜鉛濃度

に与える影響を明らかにする．【方法】GCs治療中の外来膠原病患者で血清銅，亜鉛濃度を測定
した者を対象に解析した．【結果】29名（血清亜鉛濃度は午前に測定した27名で解析）が対象者
であった．GCsの投与期間は中央値41カ月， 1 日投与量（プレドニゾロン換算）は平均値5.6 
mg/日であった．血清銅，亜鉛濃度の基準値未満はそれぞれ 2 名（6.9％），21名（77.8％）であっ
た．GCsの治療期間， 1 日投与量と血清銅，亜鉛濃度に相関は認めなかった．他方，血清亜鉛濃
度が基準値未満の者が多かったため，関連因子を多変量解析で解析した結果，血清亜鉛濃度低値
は体格指数（BMI），血清Alb濃度，リンパ球数低値と関連した．【結論】外来膠原病患者の血清銅，
亜鉛濃度はGCsの治療期間と関連を示さなかった．他方で，血清銅濃度基準値未満の者は少なく，
血清亜鉛濃度基準値未満の者は多い．血清亜鉛濃度低値の予測因子はBMI，血清Alb濃度，リン
パ球低値の可能性があった．
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緒 　 言

　微量元素である銅と亜鉛は，生体を維持する酵素
の活性化に必要な成分であり 1 ）2 ），血中では主に蛋
白と結合している 2 ）3 ）．銅はエネルギー生成や鉄代
謝，神経伝達物質の産生，活性酸素の除去などに関

与し，欠乏すると貧血，白血球・血小板減少，脊髄
神経系の異常などを呈する 1 ）4 ）．亜鉛は細胞分裂や
核酸代謝などに関与し，欠乏すると貧血，口内炎，
食欲不振，易感染性，味覚障害などを呈する 2 ）．
　グルココルチコイド（Glucocorticoids : GCs）は
その抗炎症作用が幅広い疾患に応用されるが，筋萎

長期グルココルチコイド治療が血清
銅・亜鉛濃度に与える影響の検討
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